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プラス

　日本通過のビザを持ったユダヤ人たちは、1941（昭
しょう

和
わ

16）年、ソビエト連
れん

邦
ぽう

（現在のロシア）をシベリア
鉄道で横断し、ソ連極東の地、ウラジオストクに到

とう

着
ちゃく

します。福
ふく

井
い

県の敦
つる

賀
が

港行きの船に乗るためでした。
　しかし日本政府は、リトアニアのカウナスで杉

すぎ

原
はら

千
ち

畝
うね

が発給したビザは不備が多いので、日本に行くこと
を許可しないよう命じました。当時ウラジオストク総
領事代理だった根井三郎は、悩

なや

んだ末に、一度許可し
たものを取り消すのは日本の権

けん

威
い

を損
そこ

なう、として「面
白からず（良くない）」と強い言葉で反発。ビザを持っていなかったユダヤ人には独断でビ
ザを発給し、敦賀港行きの船に乗せたのでした。
　こうして、杉原千畝の命のビザは根井三郎によってつながり、大勢のユダヤ人が日本に、
さらに世界各地に向かうことができたのです。

根
ね

井
い

三
さ ぶ

郎
ろ う

がつないだ命のビザ
根井三郎（1902-1992）
宮
みや
崎
ざき
県生まれ。1921年、外

務省留学生試験に合格しハル
ビン学院に留学。杉原千畝の
2年後

こう
輩
はい
となる。戦後は、鹿

か

児
ご
島
しま
、名

な
古
ご
屋
や
の入国管理事務

所所長などを務めた。（写真：
根井三郎を顕

けん
彰
しょう
する会提供）
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